























































































































　本調査地点では、北区で６か所、南区で５か所、合計 11 か所の土層断面を実測した（第６～ 13 図）。
本調査地点の基本層序は大きく 14 層に分けられる。以下、南区南壁 K-K' の土層断面（第 13 図）に
もとづいて詳述する。なお、北区では７層、南区では２層を二つに細分している。現地表面は標高 3.3
～ 3.5m であり、そこから標高 2.8 ～ 3.0m 辺りまでは近代以降の造成土となっているが、部分的にそ
れ以下の標高まで大きく撹乱を受けたところもある。
１層　灰色 10Y4/1 の粘土からなる。上面の標高は 3.0 ～ 2.7m、厚さは 10 ～ 30 ㎝を測る。近代の
水田層と考えられる。
 2-1 層　灰オリーブ色 7.5Y5/3 の粘土からなる。鉄分を含む。上面の標高は 2.4 ～ 2.7m、厚さは
10 ～ 35 ㎝を測る。近代の水田層と考えられる。
 2-2 層　褐色 10YR4/6 の粘土からなる。上面の標高は 2.4 ～ 2.7m、厚さは５～ 20 ㎝を測る。近世
の水田層と考えられる。
３層　褐灰色 10YR4/1 の粘土からなる。粘性が強く、下部に鉄分が沈着している。上面の標高は 2.3
～ 2.5m、厚さは 10 ～ 20 ㎝を測る。中世の水田層か。
４層　黒褐色 10YR3/2 のシルトからなる。マンガンを含む。上面の標高は 2.1 ～ 2.4m、厚さは５
～ 30 ㎝を測る。弥生時代Ⅰ－３様式～中世の土壌化層と考えられる。
５層　黄褐色2.5Y5/4のシルト質極細砂からなる。鉄分・マンガンを含む。上面の標高は1.9～2.2m、




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2.1m、厚さは 10 ～ 30 ㎝を測る。弥生時代Ⅰ－２様式の洪水砂と考えられる。
７層　暗灰黄色 2.5Y5/2 の粘質シルトからなる。炭化物・マンガンを含む。上面に小礫と土器片を
若干含む。上面の標高は 1.7 ～ 1.8m、厚さは５～ 10 ㎝を測る。弥生時代Ⅰ－２様式の水田耕作
土と考えられる。上面では水田畦畔が検出された。
８層　灰色 7.5Y4/1 の粘土からなる。粘性は強い。鉄分・マンガン・炭化物を含む。上面の標高は
1.6 ～ 1.8m、厚さは 10 ～ 20 ㎝を測る。縄文時代晩期末～弥生時代Ⅰ－１様式の土壌化層で、直
上層の耕作土の母材と考えられる。
９層　暗緑灰色 10GY4/1 の粘土からなる。鉄分・マンガンを含む。部分的にラミナが認められる。
上面の標高は約 1.5m、厚さは 10 ～ 15 ㎝を測る。湿地の堆積か。
10 層　暗青灰色 10BG4/1 の粘土からなる。炭化物・有機物が縞状に堆積している。上面の標高は
約 1.4m、厚さは 20 ㎝を測る。
11 層　灰色 10Y4/1 の粘土からなる。炭化物・有機物を多く含む。上面の標高は約 1.2m、厚さは
10 ～ 15 ㎝を測る。
12 層　灰色 N5/0 の粘土からなる。炭化物・有機物を多く含む。上面の標高は 1.0 ～ 1.1m、厚さは
10 ～ 20 ㎝を測る。
13 層　暗灰色 N3/0 の粘土からなる。炭化物・有機物を多く含む。上面の標高は約 0.9m、厚さは
10 ～ 15 ㎝を測る。縄文時代晩期初頭の堆積土と考えられる。




































































































































幅 1.1 ～ 1.8m（底面に近い位置での数値）を測り、東西に 17.2m 分を検出した。南区の南西部（E1-2）
に位置する大畦畔は、高さ５～10㎝程度、幅0.9mを測り、東西に4.3m分を検出した。小畦畔の規模は、
高さ５～ 10 ㎝、幅 20 ～ 80 ㎝を測る。検出された水田面は少なくとも 53 面以上を数え、一区画の規





























































不明遺構１　北区の北東部（A2-3）に位置する性格の不明な遺構である。検出面の標高は 1.4 ～ 1.5m、





（1）溝（第 22 ～ 24 図）
溝１　北区の南西部（F0-2・G0）に位置する溝である。検出面の標高は2.1m、底面の標高は1.65mである。
幅（検出部位）4.0m、深さ 45 ㎝を測り、東西に 8.0m 分検出した。断面形は北側に段を有する緩い
傾斜からなる。埋土は５層からなり、１～４層は灰色系のシルト、あるいは粘質シルト、５層は暗
オリーブ灰色の極細砂である。溝２を切っている。遺物は弥生土器あるいは土師器、須恵器の小片


































































溝２　北区の南東部（D3・E2-3・F1-2）に位置する溝である。検出面の標高は 1.85 ～ 1.9m、底面の
標高は 1.65 ～ 1.75m である。幅 0.3 ～ 0.8m、深さ 10 ～ 20 ㎝を測り、北東－南西に 12.0m 分検出
した。断面形は逆三角形あるいは U字形を呈する。埋土は灰オリーブ色～暗灰黄色の粘質シルトあ
るいはシルトで、鉄分を含む。溝６を切っている一方で、溝１と溝３に切られている。遺物は弥生
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溝６　北区の南西部（F0-2）に位置する溝である。検出面の標高は 1.9m、底面の標高は 1.75m である。










（1）土器 （第 26 図、図版１）
　12点を図示した。５～ 16はすべて弥生土器である。５はⅤ～Ⅵ様式の鉢か高杯の口縁部片である。
６はⅥ様式の甕の口縁部片である。10 ～ 12 は壺の胴部片である。10 ～ 12 はⅠ－１・２様式のもの
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37第２章　第 24 次調査（藤井節郎記念医科学センター新営地点）
